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東京電力㈱福島第一原子力発電所２号機の手動停止の原因と対策
に係る東京電力㈱からの報告及び検討結果について 
 

定格電気出力で運転中の福島第一原子力発電所２号機（沸騰水型、定格電気

出力７８万４千キロワット）において、原子炉再循環ポンプ(Ｂ)「インバータ

(Ｂ)重故障」等の警報が発生し、当該ポンプが自動停止したことから、電気出

力が約５４万キロワットまで降下した。その後、原子炉再循環ポンプ(Ａ)にお

いても、「インバータ(Ａ)軽故障」等の警報が発生したことから、原因調査を実

施するため、原子炉を手動停止した事象（平成１６年９月２９日発表済み）に

関し、東京電力㈱は、本日（平成１６年１０月２９日）、原子力安全・保安院（以

下「当院」という。）に対し、原因と対策に係る報告書を提出した。 

 

 

１．原因と対策に係る東京電力㈱の報告書の要点 

 

(1) 調査結果 

① 原子炉再循環ポンプ(Ｂ)に関する調査結果 

当該ポンプ(Ｂ)が自動停止した原因は、当該ポンプ(Ｂ)インバータ（可

変周波数電源装置）※１の故障により警報が発生したことによるものであ

った。 

当該インバータの構成部品を点検した結果、主回路内部品（ＧＴＯ※２）

について２個、制御基板内部品（ＧＴＯオフ用パワートランジスタ※３）

１個の損傷（短絡）が確認された。 

② 原子炉再循環ポンプ(Ａ)に関する調査結果 

当該ポンプ(Ｂ)の自動停止に伴い、原子炉出力を降下し、原子炉給水

流量の低下により、「軽故障」警報が発生したものであり、その後の当該

ポンプ(Ａ)速度の自動低下についても、当該ポンプ(Ａ)保護のための正

常な動作であったことが確認された。 

 

(2) 推定原因 

制御基板内部品（ＧＴＯオフ用パワートランジスタ）の偶発的な故障（短

絡）により、主回路内部品（ＧＴＯ）が損傷（短絡）した。 

これらの損傷により、「インバータ(Ｂ)重故障」等の警報が発生し、当該

ポンプ(Ｂ)が自動停止したものと推定された。 

 



(3) 再発防止対策 

① 損傷が確認された制御基板内部品（ＧＴＯオフ用パワートランジスタ）

１個及び主回路内部品（ＧＴＯ）２個などを新品に交換する。 

② 損傷が確認された制御基板内部品（ＧＴＯオフ用パワートランジスタ）

と同一ロットのものを全て新品に交換する。また、同一ロットではない

が、制御基板内部品（ＧＴＯオン用パワートランジスタ）についても全

て新品に交換する。 

③ 今回及び今後、当該制御基板内部品（ＧＴＯオン・オフ用パワートラン

ジスタ）の偶発的な故障の確率を低減させるため、より厳しく品質管理

したものを使用する。 

 

２．当院の評価と今後の対応 

 

当院として、東京電力㈱から提出された原因と対策に係る報告書について検

討した結果、原子炉再循環ポンプ(Ｂ)が自動停止した原因の推定及びこれらに

対する再発防止対策等は妥当であると考える。 

なお、当院としては、これらの再発防止対策等の実施状況について適宜確認

していくこととする。 

 

※１ インバータ（可変周波数電源装置）： 

 直流電源を所定の周波数の交流電源に変換する装置。これにより、原子炉再循環ポンプを駆動する電動

機の回転数を制御し、原子炉冷却材の流量調節を行う。 

※２ ＧＴＯ：  

半導体の一種で、スイッチの役目があり、信号を加えることで電流を入り切りできる機能を有している。

（ゲートターンオフサイリスタ） 

※３ パワートランジスタ： 

 大電流を高速で入り切りできるトランジスタで、当該装置ではＧＴＯに加える信号のオン・オフ制御に

使用している。  

 

（ＩＮＥＳによる暫定評価） 

基 準 １ 基 準 ２ 基 準 ３ 評価レベル

－ － ０－ ０－ 

 

【本発表資料のお問い合わせ先】 

原子力安全・保安院 

原子力防災課原子力事故故障対策室 前田、中島 

電話：０３－３５０１－１５１１（内）４９１１ 

   ０３－３５０１－１６３７ 
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